
今後の研究開発ＷＧの活動内容・スケジュールについて 

 

研究開発ＷＧ幹事 

 

１． 今後の活動内容について 

今後は、取りまとめた研究開発マップの周知や見直しを行うとともに最新技術の

動向の把握や知識の向上のため、情報発信や意見交換を実施する。具体的には、以

下の内容について活動を進める。 
 

① 研究開発マップのフォローアップ 

・ 新技術の進展や新分野への拡大など、必要に応じ、研究開発マップを見直す。 
 
② 情報発信 

・ 研究開発マップを紹介するシンポジウムの開催 
  ９月には東京大学、11 月にはＳＰＡＣと協力し、全２回開催する。 
  その他、国際シンポジウム開催についても検討する。 
・ Ｇ空間ＥＸＰＯ（2010 年秋開催予定）への参画 

シンポジウムを開催することなどが考えられる。詳細は、ＥＸＰＯ自体の検

討を待って検討する。 
 

③ 勉強会 

・ 学識経験者、民間団体等から、研究開発動向や途上国支援等での活用事例を

紹介頂き、知識を深める。 
 
   

２． 今後のスケジュールについて 

  １．を踏まえ、平成 21 年度については、以下のスケジュールで進める。 
   平成 21 年６月１日（本日）  第５回ＷＧ 

・研究開発マップに関する報告書（案）について 
・今後のＷＧの活動内容・スケジュールについて 
 

        ９月 AM     第６回ＷＧ 
           ↑      ・Ｇ空間ＥＸＰＯへの参画について① 
         （同日開催）   ・平成２２年度概算要求の状況 
           ↓       
           PM     シンポジウムの開催（於：東京大学予定）  
 

11 月        シンポジウムの開催（於：新経団連会館予定） 
 

   平成 21 年２～３月        第７回ＷＧ 
                                    ・フォローアップ報告 
                  ・Ｇ空間ＥＸＰＯへの参画について② 
                  ・来年度の活動内容等について 
                  ・勉強会 
   ※ 勉強会のテーマがもっと想定できるようであれば、回数を増やすことも検討。 
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